
(57)【要約】

　【課題】　少ないビームフォーマで二次元配列された

多数の振動子のビームフォーミングを行うことができる

超音波診断装置を提供すること。

　【解決手段】　第１の方向に並んだサブアレイ１１２

の各振動子１１１は、信号線群１２を介して同一の第１

のマルチプレクサ１３のポートにそれぞれ接続され、走

査部１６は、第１のマルチプレクサ１３を制御して第２

のマルチプレクサ１４に対してサブアレイの１つを選択

して接続させ、第２のマルチプレクサ１４を制御してサ

ブビームフォーマ１５に対して第１のマルチプレクサ１

３と接続されたポートの１つを選択して接続させる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 方 向 と 第 ２ の 方 向 に 二 次 元 配 列 さ れ 複 数 の サ ブ ア レ イ に グ ル ー プ 化 さ れ た 振 動 子 と
、 前 記 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 の 整 相 を 行 う サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ と 、 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー
マ と 接 続 す る 前 記 サ ブ ア レ イ を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ の 出 力 を 遅
延 加 算 す る 主 ビ ー ム フ ォ ー マ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ と 接 続 す る 前 記 サ ブ ア レ イ を 前 記 第 １ の 方 向 に
選 択 す る 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ と 、 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ と 接 続 す る 前 記 サ ブ ア レ イ を
前 記 第 ２ の 方 向 に 選 択 す る 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 サ ブ ア レ イ を 前 記 第 １ の 方 向 に 選 択 す る 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ と 、
前 記 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ に よ り 選 択 さ れ た 前 記 サ ブ ア レ イ を 前 記 第 ２ の 方 向 に 選 択 し て
前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ に 接 続 す る 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 二 次 元 ア レ イ を 有 し 、 被 検 体 の 三 次 元 画 像 を 形 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 と し て は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 複 数 の 送 信 サ ブ ア レ イ ５ １ １ 1 ～
５ １ １ M に 割 り 付 け ら れ て い る 多 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 を 含 む 送 信 ア レ イ ５ １ と 、 周
期 電 気 パ ル ス を 発 生 す る 複 数 の 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ チ ャ ン ネ ル ５ ３ １ 1 ～ ５ ３ １ M を 含 む 送
信 ビ ー ム フ ォ ー マ ５ ３ と 、 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ チ ャ ン ネ ル ５ ３ １ 1 ～ ５ ３ １ M に そ れ ぞ れ 接
続 さ れ 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ チ ャ ン ネ ル ５ ３ １ 1 ～ ５ ３ １ M が 発 生 し た 周 期 電 気 パ ル ス に 遅 延
を 加 え て 、 対 応 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 か ら 被 検 体 部 位 に 放 射 さ れ る 音 響 ビ ー ム を 生 成
す る 複 数 の グ ル ー プ 内 送 信 プ ロ セ ッ サ ５ ２ 1 ～ ５ ２ M と 、 複 数 の 受 信 サ ブ ア レ イ ５ ４ １ 1 ～
５ ４ １ N に 割 り 付 け ら れ て い る 多 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 を 含 む 受 信 ア レ イ ５ ４ と 、 対
応 す る 受 信 サ ブ ア レ イ ５ ４ １ 1 ～ ５ ４ １ N に 割 り 付 け ら れ て い る 複 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素
子 に 接 続 さ れ 、 こ の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 そ れ ぞ れ が 受 信 し た 被 検 体 か ら の エ コ ー に 対 応
し た ト ラ ン ス デ ュ ー サ 信 号 を そ れ ぞ れ 遅 延 さ せ て 加 算 し て 出 力 す る 複 数 の グ ル ー プ 内 受 信
プ ロ セ ッ サ ５ ５ 1 ～ ５ ５ N と 、 グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ ５ ５ 1 ～ ５ ５ N に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ
、 グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ ５ ５ 1 ～ ５ ５ N が 出 力 す る 信 号 か ら 受 信 ビ ー ム を 合 成 す る 複 数
の 処 理 チ ャ ン ネ ル ５ ６ １ 1 ～ ５ ６ １ N を 含 む 受 信 ビ ー ム フ ォ ー マ ５ ６ と 、 複 数 の 処 理 チ ャ ン
ネ ル ５ ６ １ 1 ～ ５ ６ １ N の 出 力 す る 信 号 を 加 算 す る ビ ー ム フ ォ ー マ 加 算 機 構 ５ ７ と 、 ビ ー ム
フ ォ ー マ 加 算 機 構 ５ ７ で 加 算 さ れ た 信 号 か ら 被 検 体 部 位 の 画 像 を 生 成 す る 画 像 生 成 器 ５ ８
と 、 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ ５ ３ 、 グ ル ー プ 内 送 信 プ ロ セ ッ サ ５ ２ 1 ～ ５ ２ M 、 受 信 ビ ー ム フ ォ
ー マ ５ ６ 、 グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ ５ ５ 1 ～ ５ ５ N な ど を 制 御 す る シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ
５ ９ と を 備 え 、 多 数 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 に よ り 三 次 元 画 像 を 高 速 に 形 成 す る も の が あ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ３ ０ ８ ７ 号 公 報 （ 第 １ １ 頁 、 図 ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て は 、 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ チ ャ ン ネ ル お よ
び 処 理 チ ャ ン ネ ル に 対 応 す る ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 の 数 が 決 ま っ て い る の で 、 ト ラ ン ス デ
ュ ー サ 素 子 の 数 を 増 や そ う と す る と 、 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ チ ャ ン ネ ル お よ び 処 理 チ ャ ン ネ
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ル の 数 も 増 や さ な け れ ば な ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 少 な い ビ ー ム フ ォ ー マ で 二 次
元 配 列 さ れ た 多 数 の 振 動 子 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ を 行 う こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 第 １ の 方 向 と 第 ２ の 方 向 に 二 次 元 配 列 さ れ 複 数 の サ ブ ア レ
イ に グ ル ー プ 化 さ れ た 振 動 子 と 、 前 記 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 の 整 相 を 行 う サ ブ ビ ー ム フ ォ
ー マ と 、 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ と 接 続 す る 前 記 サ ブ ア レ イ を 選 択 す る 選 択 手 段 と 、 前 記
サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ の 出 力 を 遅 延 加 算 す る 主 ビ ー ム フ ォ ー マ と を 備 え る 構 成 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 選 択 手 段 に よ り サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ の 接 続 先 サ ブ ア レ イ が 選 択 さ れ 、
少 な い ビ ー ム フ ォ ー マ で 二 次 元 配 列 さ れ た 多 数 の 振 動 子 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ と 接 続 す る 前 記 サ ブ ア レ イ を 前 記 第
１ の 方 向 に 選 択 す る 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ と 、 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ と 接 続 す る 前 記 サ
ブ ア レ イ を 前 記 第 ２ の 方 向 に 選 択 す る 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ と を 備 え る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 簡 易 に 選 択 手 段 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 選 択 手 段 は 、 前 記 サ ブ ア レ イ を 前 記 第 １ の 方 向 に 選 択 す る 第 １ の マ ル チ プ レ
ク サ と 、 前 記 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ に よ り 選 択 さ れ た 前 記 サ ブ ア レ イ を 前 記 第 ２ の 方 向 に
選 択 し て 前 記 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ に 接 続 す る 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ と を 備 え る 構 成 と し た
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 簡 易 に 選 択 手 段 を 実 現 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 選 択 手 段 に よ り サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ の 接 続 先 サ ブ ア レ イ を 選 択 し て い
る の で 、 少 な い ビ ー ム フ ォ ー マ で 二 次 元 配 列 さ れ た 多 数 の 振 動 子 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ を
行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル １ ０ と 、 メ イ ン フ
レ ー ム ２ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル １ ０ は 、 第 １ の 方 向 お よ び 第 ２ の 方 向 に 振 動 子 １ １ １ が 配 列 さ れ た 二
次 元 配 列 振 動 子 １ １ と 、 二 次 元 配 列 振 動 子 １ １ と 信 号 線 群 １ ２ を 介 し て 接 続 さ れ 二 次 元 配
列 振 動 子 １ １ 内 の 振 動 子 １ １ １ を 第 １ の 方 向 に 順 次 選 択 す る 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ （ Ｍ Ｕ
Ｘ ） １ ３ と 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ と 接 続 さ れ 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ を 第 ２ の 方
向 に 順 次 選 択 す る 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ と 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ と 接 続 さ れ 二 次 元
配 列 振 動 子 １ １ 内 の 振 動 子 １ １ １ か ら の 受 信 信 号 の 整 相 を 行 う サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ と
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、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ お よ び サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ を 制
御 す る 走 査 部 １ ６ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 メ イ ン フ レ ー ム ２ ０ は 、 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ の 出 力 を 遅 延 加 算 す る 主 ビ ー ム フ ォ ー
マ ２ １ と 、 主 ビ ー ム フ ォ ー マ ２ １ の 出 力 を 画 像 信 号 に 変 換 す る 信 号 処 理 部 ２ ２ と 、 信 号 処
理 部 ２ ２ が 出 力 す る 画 像 信 号 に よ り 画 像 を 表 示 す る 画 像 表 示 部 ２ ３ と 、 走 査 部 １ ６ お よ び
主 ビ ー ム フ ォ ー マ ２ １ を 制 御 す る 制 御 部 ２ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 二 次 元 配 列 振 動 子 １ １ 内 の 振 動 子 １ １ １ は 、 図 中 点 線 で 囲 ま れ た サ ブ ア レ イ １ １ ２ に 分
割 さ れ て お り 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ は ２ 行 ２
列 の 振 動 子 １ １ １ で 構 成 さ れ 、 二 次 元 配 列 振 動 子 １ １ は ４ 行 ４ 列 の サ ブ ア レ イ １ １ ２ で 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ お よ び 第 ２ の
マ ル チ プ レ ク サ １ ４ を 介 し て ２ 行 ２ 列 の ４ 個 の サ ブ ア レ イ １ １ ２ と そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 振
動 子 １ １ １ か ら な る 開 口 は ２ 行 ２ 列 の サ ブ ア レ イ １ １ ２ の サ イ ズ と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ お よ び 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ 周 辺 の ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ａ ～ １ １ ２ ｄ は 、 ２ 行 ２ 列 の ４ 個 の 振 動
子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ａ の 各 振 動 子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ は 、 信 号 線 群 １ ２ ａ を 介 し て 第 １ の
マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ の ポ ー ト Ｚ ０ ～ Ｚ ３ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 に 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｂ の 振 動 子 は 信 号 線 群 １ ２ ｂ を 介 し て 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ
１ ３ ａ の ポ ー ト Ｙ ０ ～ Ｙ ３ に 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｃ の 振 動 子 は 信 号 線 群 １ ２ ｃ を 介 し て 第
１ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ の ポ ー ト Ｘ ０ ～ Ｘ ３ に 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｄ の 振 動 子 は 信 号 線
群 １ ２ ｄ を 介 し て 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ の ポ ー ト Ｗ ０ ～ Ｗ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ の ポ ー ト Ｖ ０ ～ Ｖ ３ は 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ の ポ
ー ト Ｔ ０ ～ Ｔ ３ に 接 続 さ れ 、 ポ ー ト Ｕ ０ ～ Ｕ ３ は 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ｂ の ポ ー ト
Ｔ ０ ～ Ｔ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ は 、 ポ ー ト Ｖ ０ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｚ ０ と ポ ー ト Ｘ ０
と で 切 り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ １ ０ と 、 ポ ー ト Ｖ １ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｚ １ と ポ ー ト Ｘ １ と で 切
り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ １ １ と 、 ポ ー ト Ｖ ２ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｚ ２ と ポ ー ト Ｘ ２ と で 切 り 替 え
る ス イ ッ チ Ｓ １ ２ と 、 ポ ー ト Ｖ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｚ ３ と ポ ー ト Ｘ ３ と で 切 り 替 え る ス イ
ッ チ Ｓ １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 同 様 に 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ は 、 ポ ー ト Ｕ ０ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｙ ０ と ポ ー ト Ｗ
０ と で 切 り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ １ ４ と 、 ポ ー ト Ｕ １ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｙ １ と ポ ー ト Ｗ １ と で
切 り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ １ ５ と 、 ポ ー ト Ｕ ２ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｙ ２ と ポ ー ト Ｗ ２ と で 切 り 替
え る ス イ ッ チ Ｓ １ ６ と 、 ポ ー ト Ｕ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｙ ３ と ポ ー ト Ｗ ３ と で 切 り 替 え る ス
イ ッ チ Ｓ １ ７ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ は 、 ポ ー ト Ｓ ０ ～ Ｓ ３ が 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｂ の ポ
ー ト Ｖ ０ ～ Ｖ ３ に 接 続 さ れ 、 ポ ー ト Ｒ ０ ～ Ｒ ３ が 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｃ の ポ ー ト Ｖ
０ ～ Ｖ ３ に 接 続 さ れ 、 ポ ー ト Ｑ ０ ～ Ｑ ３ が 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｄ の ポ ー ト Ｖ ０ ～ Ｖ
３ に 接 続 さ れ 、 ポ ー ト Ｐ ０ ～ Ｐ ３ が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ａ に 接 続 さ れ 、 ポ ー ト Ｏ ０ ～
Ｏ ３ が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ は 、 ポ ー ト Ｐ ０ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｔ ０ と ポ ー ト Ｒ ０
と で 切 り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ ２ ０ と 、 ポ ー ト Ｐ １ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｔ １ と ポ ー ト Ｒ １ と で 切
り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ ２ １ と 、 ポ ー ト Ｐ ２ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｔ ２ と ポ ー ト Ｒ ２ と で 切 り 替 え
る ス イ ッ チ Ｓ ２ ２ と 、 ポ ー ト Ｐ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｔ ３ と ポ ー ト Ｒ ３ と で 切 り 替 え る ス イ
ッ チ Ｓ ２ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 様 に 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ は 、 ポ ー ト Ｏ ０ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｓ ０ と ポ ー ト Ｑ
０ と で 切 り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ ２ ４ と 、 ポ ー ト Ｏ １ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｓ １ と ポ ー ト Ｑ １ と で
切 り 替 え る ス イ ッ チ Ｓ ２ ５ と 、 ポ ー ト Ｏ ２ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｓ ２ と ポ ー ト Ｑ ２ と で 切 り 替
え る ス イ ッ チ Ｓ ２ ６ と 、 ポ ー ト Ｏ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｓ ３ と ポ ー ト Ｑ ３ と で 切 り 替 え る ス
イ ッ チ Ｓ ２ ７ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ の 振 動 子 １ １ １ の 数 が 第 １ の 方 向 に Ｍ ＝ ２ 個 、 第 ２ の 方
向 に Ｎ ＝ ２ 個 に 対 し 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ を 切 り 替 え る た め の ス イ ッ チ の 数 Ｋ ＝ Ｍ × Ｎ ＝ ４
個 の ス イ ッ チ が 用 意 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ は 、 二 次 元 配 列 振 動 子 １ １ の 第 ２ の 方 向 の サ ブ ア レ イ
１ １ ２ の 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ４ ） だ け 用 意 さ れ 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ は 、 第 １ の
方 向 の サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ の 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ ） だ け 用 意 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ の ス イ ッ チ は 、 二 次 元 配 列 振 動 子 １ １ の 第 １ の 方 向 の
サ ブ ア レ イ １ １ ２ の 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ４ ） ÷ 第 １ の 方 向 の サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ の
数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ ） の ポ ー ト （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ ） を 切 り 替 え る ス イ ッ チ が 用 意
さ れ 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ の ス イ ッ チ は 、 二 次 元 配 列 振 動 子 １ １ の 第 ２ の 方 向 の サ
ブ ア レ イ １ １ ２ の 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ４ ） ÷ 第 ２ の 方 向 の サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ の 数
（ 本 実 施 の 形 態 で は ２ ） の ポ ー ト （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ ） を 切 り 替 え る ス イ ッ チ が 用 意 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ ～ １ ３ ｄ の ス イ ッ チ
Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ７ に よ り サ ブ ア レ イ １ １ ２ の 第 １ の 方 向 に 関 す る 選 択 が 行 わ れ 、 第 ２ の マ ル
チ プ レ ク サ １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の ス イ ッ チ Ｓ ２ ０ ～ Ｓ ２ ７ に よ り サ ブ ア レ イ １ １ ２ の 第 ２ の 方
向 に 関 す る 選 択 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま ず 、 走 査 部 １ ６ は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ７
に よ り ポ ー ト Ｚ ０ ～ Ｚ ３ お よ び ポ ー ト Ｙ ０ ～ Ｙ ３ を 選 択 さ せ 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３
ｂ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ７ に よ り ポ ー ト Ｚ ０ ～ Ｚ ３ お よ び Ｙ ０ ～ Ｙ ３ を 選 択 さ
せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 同 時 に 、 走 査 部 １ ６ は 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ ２ ０ ～ Ｓ ２
７ に よ り ポ ー ト Ｔ ０ ～ Ｔ ３ お よ び ポ ー ト Ｓ ０ ～ Ｓ ３ を 選 択 さ せ 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １
４ ｂ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ ２ ０ ～ Ｓ ２ ７ に よ り ポ ー ト Ｔ ０ ～ Ｔ ３ お よ び ポ ー ト Ｓ ０ ～ Ｓ ３
を 選 択 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ａ の 振 動 子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号 が サ ブ ビ ー ム
フ ォ ー マ １ ５ ａ に 供 給 さ れ 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｂ の 振 動 子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号
が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ｃ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｂ の ポ ー ト Ｚ ０ ～ Ｚ ３ に 接 続 さ れ た サ ブ ア レ イ １ １ ２
ｅ の 振 動 子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号 が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ｂ に 供 給 さ れ 、 第 １
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の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｂ の ポ ー ト Ｙ ０ ～ Ｙ ３ に 接 続 さ れ た サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｆ の 振 動 子 １
１ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号 が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ｄ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 斜 線 を 施 さ れ た 振 動 子 １ １ １ が 選 択 さ れ 、 選 択 さ れ
た 振 動 子 １ １ １ が 受 信 し た 信 号 が そ れ ぞ れ 対 応 し た サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ に １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ
に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 い で 、 走 査 部 １ ６ は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １
３ に よ り ポ ー ト Ｖ ０ ～ Ｖ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｘ ０ ～ Ｘ ３ に 切 り 替 え 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク
サ １ ３ ｂ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ３ に よ り ポ ー ト Ｖ ０ ～ Ｖ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｘ
０ ～ Ｘ ３ に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 際 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ３ の 切 り 替 え は 同 一 に 制 御 さ れ 、 切 り 替 え 元 の サ ブ ア レ
イ １ １ ２ と 切 り 替 え 先 の サ ブ ア レ イ １ １ ２ か ら の 信 号 が 混 合 さ れ て サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １
５ に 供 給 さ れ る こ と は な い 。 こ れ は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ ～ １ ３ ｄ お よ び 第 ２ の
マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 他 の ス イ ッ チ に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に し て 、 図 ３ （ ａ ） に お い て 斜 線 を 施 さ れ た 振 動 子 １ １ １ か ら な る 開 口 は 、 図
３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ の サ イ ズ に 相 当 す る 距 離 だ け 第 １ の 方 向 に 移 動
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 走 査 部 １ ６ は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ４ ～ Ｓ １
７ に よ り ポ ー ト Ｕ ０ ～ Ｕ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｗ ０ ～ Ｗ ３ に 切 り 替 え 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク
サ １ ３ ｂ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ４ ～ Ｓ １ ７ に よ り ポ ー ト Ｕ ０ ～ Ｕ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｗ
０ ～ Ｗ ３ に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に し て 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ を 第 １ の 方 向 に 順 次 選 択 し て 、 開 口 を サ ブ ア レ イ １
１ ２ の サ イ ズ に 相 当 す る 距 離 ず つ 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 い で 、 走 査 部 １ ６ は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｂ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １
７ に よ り ポ ー ト Ｚ ０ ～ Ｚ ３ お よ び ポ ー ト Ｙ ０ ～ Ｙ ３ を 選 択 さ せ 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １
３ ｃ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ １ ０ ～ Ｓ １ ７ に よ り ポ ー ト Ｚ ０ ～ Ｚ ３ お よ び Ｙ ０ ～ Ｙ ３ を 選 択
さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 同 時 に 、 走 査 部 １ ６ は 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ ２ ０ ～ Ｓ ２
３ に よ り ポ ー ト Ｐ ０ ～ Ｐ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｒ ０ ～ Ｒ ３ に 切 り 替 え 、 第 ２ の マ ル チ プ レ ク
サ １ ４ ｂ を 制 御 し 、 ス イ ッ チ Ｓ ２ ０ ～ Ｓ ２ ３ に よ り ポ ー ト Ｐ ０ ～ Ｐ ３ の 接 続 先 を ポ ー ト Ｒ
０ ～ Ｒ ３ に 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｅ の 振 動 子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号 が サ ブ ビ ー ム
フ ォ ー マ １ ５ ｂ に 供 給 さ れ 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｆ の 振 動 子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号
が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ｄ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｃ の ポ ー ト Ｚ ０ ～ Ｚ ３ に 接 続 さ れ た サ ブ ア レ イ １ １ ２
ｉ の 振 動 子 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号 が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ａ に 供 給 さ れ 、 第 １
の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ｃ の ポ ー ト Ｙ ０ ～ Ｙ ３ に 接 続 さ れ た サ ブ ア レ イ １ １ ２ ｊ の 振 動 子 １
１ １ ａ ～ １ １ １ ｄ の 受 信 信 号 が サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ｃ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 サ ブ ア レ イ １ １ ２ を 第 ２ の 方 向 に 順 次 選 択 し て 、 開 口 を サ ブ ア レ イ １
１ ２ の サ イ ズ に 相 当 す る 距 離 ず つ 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の よ う な 第 １ の 方 向 の 移 動 と 第 ２ の 方 向 の 移 動 を 繰 り 返 し て 、 全 て の サ ブ ア レ イ １
１ ２ の 全 て の 振 動 子 １ １ １ の 受 信 信 号 を サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ に 供 給 し 、 サ
ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ で 整 相 し て 主 ビ ー ム フ ォ ー マ ２ １ に 入 力 し 、 主 ビ ー ム フ
ォ ー マ ２ １ で 遅 延 加 算 し 、 信 号 処 理 部 ２ ２ で 画 像 信 号 に 変 換 し 、 画 像 表 示 部 ２ ３ に 画 像 を
表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ １ ３ ａ ～ １ ３ ｄ で サ ブ ビ ー
ム フ ォ ー マ １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ の 接 続 先 サ ブ ア レ イ １ １ ２ を 第 １ の 方 向 に 切 り 替 え 、 第 ２ の マ
ル チ プ レ ク サ １ ４ ａ ， １ ４ ｂ で サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ の 接 続 先 サ ブ ア レ イ １
１ ２ を 第 ２ の 方 向 に 切 り 替 え て 、 全 て の サ ブ ア レ イ １ １ ２ を 選 択 し て 受 信 信 号 を サ ブ ビ ー
ム フ ォ ー マ １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ を 介 し て 主 ビ ー ム フ ォ ー マ ２ １ に 入 力 し て い る の で 、 少 な い サ
ブ ビ ー ム フ ォ ー マ １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ で 多 く の 振 動 子 １ １ １ が 受 信 し た 信 号 の 整 相 を 行 う こ と
が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 少 な い ビ ー ム フ ォ ー マ で 二 次 元 配 列
さ れ た 多 数 の 振 動 子 の ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ を 行 う こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、 二 次 元
ア レ イ を 有 し 、 被 検 体 の 三 次 元 画 像 を 形 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 等 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ お よ
び 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ 周 辺 の ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 二 次 元 配 列 振 動 子 の
開 口 を 示 す 図 　 （ ｂ ） 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 二 次 元 配 列 振
動 子 の 移 動 さ せ た 開 口 を 示 す 図
【 図 ４ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ ０ 　 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル
　 １ １ 　 二 次 元 配 列 振 動 子
　 １ １ １ 、 １ １ １ ａ ～ １ １ １ ｄ 　 振 動 子
　 １ １ ２ 、 １ １ ２ ａ ～ １ １ ２ ｊ 　 サ ブ ア レ イ
　 １ ２ 、 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ 　 信 号 線 群
　 １ ３ 、 １ ３ ａ ～ １ ３ ｄ 　 第 １ の マ ル チ プ レ ク サ （ Ｍ Ｕ Ｘ ）
　 １ ４ 、 １ ４ ａ 、 １ ４ ｂ 　 第 ２ の マ ル チ プ レ ク サ
　 １ ５ 、 １ ５ ａ ～ １ ５ ｄ 　 サ ブ ビ ー ム フ ォ ー マ
　 １ ６ 　 走 査 部
　 ２ ０ 　 メ イ ン フ レ ー ム
　 ２ １ 　 主 ビ ー ム フ ォ ー マ
　 ２ ２ 　 信 号 処 理 部
　 ２ ３ 　 画 像 表 示 部
　 ２ ４ 　 制 御 部
　 ５ １ 　 送 信 ア レ イ
　 ５ １ １ 1 ～ ５ １ １ M 　 送 信 サ ブ ア レ イ
　 ５ ２ 1 ～ ５ ２ M 　 グ ル ー プ 内 送 信 プ ロ セ ッ サ
　 ５ ３ 　 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ
　 ５ ３ １ 1 ～ ５ ３ １ M 　 送 信 ビ ー ム フ ォ ー マ チ ャ ン ネ ル
　 ５ ４ 　 受 信 ア レ イ

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-20701 A 2007.2.1



　 ５ ４ １ 1 ～ ５ ４ １ N 　 受 信 サ ブ ア レ イ
　 ５ ５ 1 ～ ５ ５ N 　 グ ル ー プ 内 受 信 プ ロ セ ッ サ
　 ５ ６ 　 受 信 ビ ー ム フ ォ ー マ
　 ５ ６ １ 1 ～ ５ ６ １ N 　 処 理 チ ャ ン ネ ル
　 ５ ７ 　 ビ ー ム フ ォ ー マ 加 算 機 構
　 ５ ８ 　 画 像 生 成 器
　 ５ ９ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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